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　平成27年第4回定例会を12月8日から15
日までの8日間の会期で開催しました。
　本定例会では、平成27年度一般会計補正予
算をはじめ、五霞町個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の制定等15件の
議案等が提出され、全ての議案が原案のとお
り可決・採択されました。
　これに先立ち、総務文教委員会、経済建設
委員会を開催し、関連議案について審議しま
した。
　また、町政全般にわたる一般質問には4名
の議員が登壇し、町執行部の考えをただしま
した。

平成27年12月定例会（第4回）

定例会において採択された請願について、地方自治法に基づき、
意見書を内閣総理大臣等に提出しました。（なお、文章は要約して掲載しています）

「青少年健全育成基本法の制定」
を求める意見書

　明日の社会を担う青少年の健全育成は、すべての国民の願いであります。

　しかしながら、今日我が国の相継ぐ少年の凶悪事件等にみられるように、青少年の荒廃は

深刻な事態に直面しています。その要因として、頻発する児童・幼児虐待事件等に象徴される

家庭の崩壊、また倫理・道徳教育を排し、人格形成の場としての役割を果たしてこなかった

学校の問題が指摘されています。

　この社会の現状を見るとき、青少年の荒廃は、我々大人が「青少年を見守り支援し、時に

戒める」という義務を果たさなかったゆえの結果と言わざるを得ないのであります。

　今、求められているのは、青少年の健全育成に対する基本理念や方針などを明確にし、有害

環境から青少年を守る為の国や地方公共団体、事業者そして保護者等の責務を明らかにし、

これらによる一貫性のある、包括的、体系的な法整備であります。

　特に「健全な青少年は健全な家庭から育成される」という原点に立ち返り、「家庭の価値」を

基本理念に据えた「青少年健全育成基本法」の制定が必要であると考え、国会及び政府に強く

求めるものであります。
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議案第６０号
◯総

五霞町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（以下、「番号法」という。）
に基づき、町が実施する事務において、個人番号を利用できる範囲を具体的に定めたもの。（新規）

議案第６１号
◯総

五霞町地域支え合い協議体設置条例

地域包括ケアシステム構築を実現するため、関係機関との定期的な情報共有及び連携強化の場とし
て協議体を設置するもの。（新規）

議案第６２号
◯総

五霞町証人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改正する条例

農業協同組合法等の一部を改正する等の法律施行に伴う条例の一部改正

議案第６３号
◯総

五霞町税条例等の一部を改正する条例

地方税法の改正に伴う条例の一部改正

議案第６４号
◯総

五霞町手数料徴収条例の一部を改正する条例

住民基本台帳カード交付手数料を削除。個人番号カードの再発行手数料、多機能端末機による印鑑
登録証明書・住民票の写しの交付手数料を追加。

議案第６５号
◯総

五霞町印鑑条例の一部を改正する条例

個人番号カードを利用し、多機能端末機による印鑑登録証明書の交付ができるとした旨の条項を追加。

議案第６６号
◯総

五霞町介護保険条例の一部を改正する条例

番号法の施行に伴う条例の一部改正

議案第６７号
◯総◯経

平成27年度五霞町一般会計補正予算（第５号）

歳入歳出それぞれ1億1,870万7千円の追加補正
（歳入）中学校体育館改修事業債　3,880万円追加
　　　学校施設環境改善交付金　2,002万8千円追加　ほか

（歳出）中学校体育館改修工事請負費　5,832万円追加
　　　障害者福祉サービス費　2,926万円追加　ほか

議案第６８号
◯総

平成27年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ1,871万9千円の追加補正

議案第６９号
◯総

平成27年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ10万7千円を追加補正

議案第７０号
◯総

平成27年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ440万6千円を追加補正

議案第７１号
◯経

平成27年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ1,776万6千円を追加補正

議案第７２号
◯経

平成27年度五霞町水道事業会計補正予算（第２号）

（収益的収入及び支出）収入支出それぞれ170万円を追加補正

請願第　４号
◯総 「青少年健全育成基本法の制定」を求める意見書提出に関する請願

平成２７年第４回定例会で可決した議案等は下記のとおり。

◯総=総務文教委員会付託　　◯経=経済建設委員会付託
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常
任
委
員
会
Ｑ
＆Ａ

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例

Q
「
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

施
策
を
実
施
す
る
も
の
と
す

る
」
と
あ
る
が
、
地
域
の
特

性
と
は
ど
う
い
う
も
の
を
指

す
の
か
。

A　
県
や
市
町
村
単
独
で
実

施
す
る
社
会
保
障
に
類
す
る

事
業
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

マ
ル
福
事
業
が
こ
れ
に
当
た

り
、
業
務
に
お
い
て
個
人
番

号
を
利
用
で
き
る
と
い
う
も

の
で
す
。

地
域
支
え
合
い
協
議
体
設

置
条
例

Q　
こ
の
協
議
体
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
の
か
。

A　
介
護
・
医
療
・
住
ま
い

・
生
活
支
援
・
介
護
予
防
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

実
現
を
す
る
た
め
、
関
係
機

 

関
と
の
連
携
・
協
働
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
介
護
保
険
制

度
の
方
向
性
と
い
う
部
分
に

お
い
て
も
、
指
導
的
な
立
場

を
有
す
る
組
織
と
な
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や

か
福
祉
財
団
と
協
定
を
結
ぶ

と
い
う
こ
と
だ
が
。

A　
厚
生
労
働
省
の
関
連
団

体
で
、
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
全
国
普
及
や
地
域
で

支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
協
議
体
の

会
議
に
出
席
を
し
て
い
た
だ

き
、
本
町
の
高
齢
者
福
祉
の

体
制
整
備
に
つ
い
て
の
助
言

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q　
協
議
体
委
員
の
選
考
基

準
は
。

A　
施
設
、
行
政
機
関
、
住

民
代
表
の
方
な
ど
多
方
面
か

ら
の
参
加
を
お
願
い
す
る
予

定
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

Q　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
以
下
「
住
基
カ
ー
ド
」
）

の
再
交
付
は
で
き
な
く
な
る

の
か
。

A　
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
は

終
了
し
ま
す
が
、
今
、
お
持

ち
の
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。
有
効
期

限
が
切
れ
て
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
に
切
り
替
え
る
際
は
、

初
回
に
限
り
無
料
で
す
。

Q　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
更

新
す
る
際
の
手
数
料
は
。

A　
ま
だ
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
な
い
た
め
未
定
で
す
。

Q　
印
鑑
登
録
証
明
書
及
び

住
民
票
の
写
し
の
交
付
を
受

け
る
場
合
の
手
数
料
に
つ
い

て
、
端
末
機
に
よ
る
場
合
は
、

役
場
窓
口
で
交
付
を
受
け
る

場
合
よ
り
１
０
０
円
安
く
な

る
が
、
そ
の
理
由
は
。
ま
た
、

そ
の
費
用
は
ど
こ
で
補
填
す

る
の
か
。

A　
手
数
料
を
安
く
し
た
理

由
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

広
く
普
及
さ
せ
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
た
い
こ
と
、

ま
た
、
近
隣
の
状
況
を
見
て

設
定
を
し
ま
し
た
。
費
用
は
、

町
負
担
で
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
暗
証
番
号
を
入
力
す

る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
印

鑑
登
録
証
明
書
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
カ
ー
ド

紛
失
時
等
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
思
う
。
時
期
尚
早
で
は

な
い
の
か
。

A　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

考
え
た
と
き
に
、
昼
間
に
役

場
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
に
と
っ
て
も
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
手
続
き
が

可
能
と
な
れ
ば
便
利
に
な
り

ま
す
の
で
、
住
民
票
の
写
し

の
交
付
と
併
せ
て
実
施
を
す

る
も
の
で
す
。
今
後
、
リ
ス

ク
を
ど
う
少
な
く
し
て
い
く

か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　
従
来
の
印
鑑
登
録
証
は

使
え
る
の
か
。

A　
引
き
続
き
、
役
場
の
窓

口
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
Q　
介
護
保
険
料
に
係
る
申

請
に
つ
い
て
は
、
代
理
申
請

で
手
続
き
を
さ
れ
る
方
が
多

い
と
思
う
が
、
委
任
を
受
け

る
方
は
申
請
者
の
個
人
番
号

を
知
る
こ
と
と
な
る
。
守
秘

義
務
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や

介
護
施
設
等
で
委
任
を
受
け

て
代
理
申
請
を
す
る
場
合
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
業
務

で
行
う
者
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
と
の
契
約
書
の
中
で
守

秘
義
務
に
つ
い
て
取
り
交
わ

し
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

厳
密
に
対
応
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

Q　
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
が
導

 

 

 

入
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
。

A　
番
号
法
の
施
行
に
伴
い
、

本
人
が
個
人
番
号
カ
ー
ド
に

載
っ
て
い
る
写
真
と
同
一
人

物
で
あ
る
か
識
別
を
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
が
全
市
町
村

に
導
入
さ
れ
ま
す
。
役
場
窓

口
に
１
台
を
設
置
の
予
定
で

す
。

Q　
公
園
費
に
つ
い
て
、
松

の
木
の
倒
木
が
あ
り
補
正
予

算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
ト

ー
タ
ル
的
な
維
持
管
理
に
つ

い
て
、
本
来
の
予
算
計
上
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

A　
今
回
の
補
正
予
算
計
上

は
、
非
常
に
大
き
い
瞬
間
風

速
な
ど
、
異
常
気
象
に
よ
る

高
木
の
倒
壊
被
害
を
回
避
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
既

に
当
初
予
算
で
措
置
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
先
般
、
松
の

木
の
倒
木
に
よ
り
応
分
の
費

用
を
支
出
し
た
た
め
、
今
後

の
安
全
対
策
に
必
要
な
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。
な
お
、

当
初
予
算
の
中
に
お
い
て
は
、

公
園
の
除
草
や
樹
木
の
剪せ

ん
て
い定

等
、
維
持
管
理
に
必
要
な
年

次
的
、
計
画
的
な
予
算
措
置

を
し
て
い
ま
す
。
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ここが聞きたい　一般質問 紙面の都合で発言を要約して掲載しています。

問マイナンバーの提供について
答住民の大切な情報を守る、成り済ましや

不正利用はさせない 高橋 宏光 議員
問　

番
号
を
記
載
す
る
事
務

は
。

町
民
税
務
課
長　

社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
み
。
戸
籍
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書

等
の
交
付
は
番
号
を
使
い
ま

せ
ん
。

問　

本
人
確
認
は
。

町
民
税
務
課
長　

番
号
確
認

は
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー

ド
、
番
号
入
り
の
住
民
票
等
。

本
人
確
認
は
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
運
転
経
歴
証

明
書
等
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で

は
暗
証
番
号
。

問　

介
護
施
設
等
で
職
員
に

委
任
す
る
場
合
は
。

健
康
福
祉
課
長　

封
書
に
個

人
番
号
の
コ
ピ
ー
、
委
任
状
、

本
人
確
認
書
類
を
入
れ
て
提

出
す
る
。

問　

番
号
提
供
な
し
に
事
務

遂
行
は
。

町
民
税
務
課
長　

本
人
が
提

示
拒
否
、
記
入
で
き
な
い
場

合
、
職
員
が
国
へ
ア
ク
セ
ス

し
て
番
号
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
、通
達
が
出
て

い
る
業
務
も
あ
る
。

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
経

費
は
。

町
民
税
務
課
長　

町
の
負
担

は
手
数
料
１
件
に
つ
き
１
２

３
円
、
運
営
費
は
年
に
約
３

８
０
万
円
。
年
間
利
用
数
は

印
鑑
証
明
３
０
０
件
、
住
民

票
４
０
０
件
を
見
込
ん
で
い

る
。

問　

窓
口
で
の
混
乱
、
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に

慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

町
長　

行
政
の
効
率
化
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
公
平

・
公
正
な
社
会
の
実
現
を
目

指
す
。
何
よ
り
重
要
な
の
は
、

住
民
の
大
切
な
情
報
を
守
る
、

成
り
済
ま
し
や
不
正
利
用
は

さ
せ
な
い
。
本
人
確
認
を
徹

底
す
る
。
特
に
職
員
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
を
高
め

る
。

問　

現
状
と
課
題
や
充
実
施

策
は
。

生
活
安
全
課
長　

ご
か
り
ん

号
は
、
利
用
者
増
を
図
る
べ

く
事
業
展
開
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
踏
ま
え
、
各
施
策
を

推
進
。
過
疎
地
有
償
運
送
は
、

バ
ス
停
ま
で
の
移
動
が
困
難

な
方
や
高
齢
者
等
の
移
動
手

段
と
し
て
事
業
展
開
に
反
映

さ
せ
る
。

問　

過
疎
地
有
償
運
送
は
。

健
康
福
祉
課
長　

協
力
会
員

と
し
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
21

名
。
利
用
料
金
は
１
時
間
あ

た
り
７
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト

支
払
。
ガ
ソ
リ
ン
代
は
、
3

㎞
ま
で
無
料
、
3
㎞
～
10
㎞

ま
で
１
０
０
円
、
10
㎞
増
す

ご
と
に
１
０
０
円
加
算
。

問　

利
用
促
進
活
動
は
。

生
活
安
全
課
長　

健
康
福
祉

ま
つ
り
、
ふ
れ
あ
い
祭
り
で

Ｐ
Ｒ
。
広
報
紙
に
高
齢
者
割

引
や
利
用
状
況
等
を
掲
載
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
路
線
バ

ス
時
刻
表
、
ご
か
り
ん
号
の

マ
ッ
プ
＆
時
刻
表
を
掲
載
。

問　

公
共
交
通
網
整
備
は
、

人
口
減
少
に
対
処
し
移
住
促

進
の
一
助
に
は
。

町
長　

ル
ー
ト
見
直
し
、
企

業
連
携
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
開

発
等
、
公
共
交
通
網
づ
く
り

を
進
め
、
持
続
可
能
な
運
営

を
し
て
い
く
。

問
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
つ
い
て

答
公
共
交
通
網
づ
く
り
を
進
め
、
持
続
可
能

な
運
営
を
し
て
い
く

H26年度
（千円） 総事業費 営業収益

チケット代
国・県
補助金

町負担金
町委託金

利用人数
（人）

路線バス 22,695 10,324 2,088 10,283 59,581

ごかりん号 16,192 1,701 6,262 8,229 11,469

過疎地
有償運送 9,222 2,550 0 6,672 2,329

計 48,109 14,575 8,350 25,184 73,379

■
公
共
交
通
運
行
費
用
等

県内
町内 古河市 境町 計

255 176 119 550

埼玉県
幸手市 久喜市 他 計

531 434 27 992

■ 

過
疎
地
有
償

　

運
送
利
用
先

（件）
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問関東・東北豪雨時による町の被災状況は
答人的被害はなかったが、農作物等で一部

の被害が発生した 新井　庫 議員
問　

９
月
に
あ
っ
た
関
東
・

東
北
豪
雨
に
よ
る
町
の
対
応

は
。
ま
た
、
今
後
に
お
い
て

地
域
防
災
計
画
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
、
雨

量
計
の
設
置
、
町
道
５
号
線

及
び
幹
線
道
路
の
嵩か
さ

上
げ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
町
長　

川
妻
浄
水
場
施
設
の

一
部
が
冠
水
し
、
各
所
で
多

数
の
道
路
冠
水
や
田
畑
の
冠

水
に
よ
る
そ
ば
等
の
農
作
物

の
被
害
も
一
部
で
発
生
し
た
。

問　

都
市
計
画
道
路
（
町
道

7
号
線
）
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
周
辺
開

発
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
町
民
、
地
域
住
民
も
早
期

着
工
、
完
成
を
望
ん
で
い
る
。

今
後
の
進
め
方
は
。

都
市
建
設
課
長　

計
画
延
長

約
２
，
６
３
０
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
、
約
１
，
２
７
０
メ
ー

ト
ル
を
利
用
し
て
い
る
。
未

整
備
区
間
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
～
26
年
度
に
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
平
成
26
年
12

月
に
路
線
を
決
定
し
た
。
今

年
度
は
、
中
心
線
測
量
及
び

土
質
調
査
を
進
め
て
お
り
、

平
成
28
年
以
降
に
財
政
状
況

等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
道
路
及

び
交
差
点
の
予

備
設
計
、
用
地

測
量
等
を
予
定

し
た
い
。
ま
た
、

工
事
の
着
工
、

完
成
時
期
に
つ

い
て
は
、
関
係

機
関
等
と
の
調

整
を
含
め
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

町
道
の
維
持
管
理
補
修
に
つ

い
て

問
都
市
計
画
道
路（
町
道
７
号
線
）に
つ
い
て

答
で
き
る
だ
け
早
期
に
整
備
し
た
い

　

ま
た
、
近
隣
市
町
に
お
い

て
、
多
く
の
家
屋
等
で
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

町
に
お
い
て
、
も
し
利
根
川

が
決
壊
し
た
場
合
を
想
定
し

ま
す
と
、
改
め
て
災
害
対
策

の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
今
回
の
関
東

・
東
北
豪
雨
を
教
訓
と
し
て
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。

生
活
安
全
課
長　

町
水
防
団

本
部
員
、
各
水
防
団
員
35
名

が
交
代
で
出
動
し
、
利
根
川

の
堤
防
巡
視
を
し
た
。
ま
た
、

平
成
26
年
度
に
改
定
し
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

道
路
通
行
不
能
個
所
、
避
難

個
所
等
を
含
め
、
今
後
見
直

し
を
進
め
る
。
雨
量
計
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

都
市
建
設
課
長　

町
内
の
道

路
冠
水
箇
所
は
44
か
所
、
通

行
止
の
規
制
は
26
か
所
。
町

道
５
号
線
の
嵩
上
げ
に
つ
い

て
は
、
一
般
河
川
五
霞
落
川

の
堤
防
に
も
な
っ
て
お
り
、

所
管
す
る
県
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
る
。
ま
た
、
幹

線
町
道
に
つ
い
て
は
、
周
辺

の
土
地
利
用
等
、
現
場
の
状

況
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。舟渡橋手前から小手指方面へ向かう町道７号線
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問教育について
答地域を担う子どもたちを育てる教育

伊藤 正子 議員
問　

新
し
く
教
育
長
を
迎
え

今
後
の
学
校
運
営
と
学
校
教

育
、
東
・
西
小
学
校
の
統
合
、

小
・
中
一
貫
校
へ
の
移
行
は
。

教
育
長　

少
子
化
が
進
む
中
、

統
廃
合
を
前
提
で
は
な
く
、

問　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
役
割
と
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
拡
充
は
。

健
康
福
祉
課
長　

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
役
割
は
、

高
齢
者
が
重
度
の
要
介
護
者

に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
送
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
・
介
護
予
防
」
の

問
介
護
保
険
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

答
地
域
支
え
合
い
協
議
体
の
設
置

五
霞
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
ど
の
様
な
学
校
の
あ

り
方
が
良
い
の
か
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の

視
点
を
踏
ま
え
、
一
度
検
討

す
る
時
期
が
来
て
い
る
の
で五霞東小「持久走大会」

サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
包
括
的
及
び
継
続

的
な
支
援
を
行
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る

た
め
の
、
中
心
的
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

町
長　

平
成
37
年
団
塊
の
世

代
が
２
千
万
人
と
い
う
時
期

に
向
け
て
、
町
の
計
画
も
進

め
る
た
め
地
域
支
え
合
い
協

議
体
設
置
条
例
の
制
定
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
年
を
と
っ

て
も
、
こ
の
住
み
慣
れ
た
ふ

る
さ
と
で
生
活
で
き
る
よ
う

な
目
標
の
も
と
介
護
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

統
廃
合
や
小
・
中
一
貫
校
へ

の
移
行
な
ど
重
要
な
教
育
施

策
に
関
し
て
は
、
総
合
教
育

会
議
※
・
議
会
・
地
域
・
保

護
者
・
学
校
関
係
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
重
要
と
思
っ

て
お
り
、
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

問　

新
制
度
に
よ
り
自
治
体

の
首
長
に
教
育
行
政
が
委
ね

ら
れ
ま
し
た
が
、
町
長
の
考

え
は
。

町
長　

教
育
に
関
す
る
大
綱

を
市
町
村
長
が
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
、
総
合
教
育
会
議

の
中
で
協
議
・
調
整
を
行
う
。

ま
た
、
従
来
の
教
育
委
員
長

と
教
育
長
を
一
本
化
し
、
教

育
長
の
権
限
強
化
と
市
町
村

長
が
教
育
に
関
し
て
関
与
を

深
め
る
と
い
う
色
彩
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
教
育
に
誠

実
に
鑑
み
て
政
治
的
中
立
性

を
保
つ
と
い
う
こ
と
は
尊
重

し
て
い
き
た
い
。

※
総
合
教
育
会
議
…
地
方
教

育
行
政
法
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
27
年
4
月
か
ら
各
都
道

府
県
・
市
町
村
に
設
置
さ
れ

た
会
議
体
。
首
長
と
教
育
委

員
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
地

域
に
お
け
る
教
育
行
政
の
指

針
と
な
る
大
綱
を
策
定
す
る
。
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問町の人口減対策について
答需要予測も踏まえて、　　　　　　　　

　　　　住宅開発を進めたい 青木 武明 議員
問　

五
霞
町
は
、
年
間
約
１

０
０
人
の
人
口
が
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
進
め
ば
、
10
年
後
、
２
０

２
５
年
に
は
８
，
０
０
０
人

を
割
り
込
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
自
然
増
が
難
し
い
中

で
住
宅
地
の
開
発
を
目
指
す

べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
考
え

は
。

政
策
財
務
課
長　

人
口
減
少

対
策
や
地
域
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
、
五
霞
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
の
策
定

を
計
画
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
定
住
移
住
促
進

事
業
で
、
人
口
流
出
抑
制
や

新
た
な
流
入
人
口
に
向
け
た

受
け
皿
と
な
る
住
宅
の
需
要

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
住
宅
開
発
を
進
め
る
た

め
の
開
発
適
地
や
需
用
予
測

な
ど
の
調
査
を
行
う
。

問　

町
長
は
タ
ウ
ン
プ
レ
ス

読
売
と
い
う
機
関
紙
の
中
で

「
若
者
の
ま
ち
を
作
ろ
う
」

と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い

問　

町
道
、
特
に
生
活
道
路

の
未
整
備
の
箇
所
が
ま
だ
多

数
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
何

か
所
位
あ
っ
て
、
今
後
、
整

備
を
し
て
い
く
考
え
は
。

都
市
建
設
課
長　

宅
地
付
１

問
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

答
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
管
理
し
て

い
く

る
。
こ
の
若
者
の
ま
ち
と
い

う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
構
想

の
も
と
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

若
い
人
に
住
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
条
件
と
し
て

は
、
ま
ず
働
く
場
。
こ
れ
を

作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
子
育
て
支
援
等
、

や
は
り
総
合
的
な
施
策
を
実

施
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

人
口
減
少
問
題
と
も
関

係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

０
０
メ
ー
ト
ル
未
満
の
袋
小

路
の
道
路
は
、
現
在
町
内
で

38
か
所
あ
り
ま
す
。
生
活
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
実
情
や
地
元
要
望
、
財

政
事
情
な
ど
を
勘
案
し
、
必

圏
央
道
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

の
中
で
商
業
エ
リ
ア
、
こ
れ

が
15
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
商
業
施
設
の
規
模
と

内
容
に
つ
い
て
、
町
の
考
え

は
。

都
市
建
設
課
長　

新
４
号
国

道
に
面
し
た
道
の
駅
と
の
集

客
連
携
を
考
慮
し
、
Ａ
・
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
合
わ
せ
た
区
域
へ

の
施
設
誘
致
を
目
標
と
し
て

い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
商
業
エ
リ

ア
全
体
の
土
地
利
用
が

効
果
的
に
推
進
さ
れ
る

施
設
が
、
新
た
な
雇
用

の
創
出
に
加
え
て
、
定

住
化
の
一
助
と
し
て
関

連
付
け
ら
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

要
・
緊
急
性
を
考
慮
し
な
が

ら
拡
幅
、
改
良
及
び
舗
装
、

補
修
を
行
い
、
４
メ
ー
ト
ル

以
上
の
幅
員
を
確
保
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
順
次
対
応

し
て
い
る
。

■町の常住人口の推移　　各年4月1日現在（人）

年 H23 H24 H25 H26 H27

合計 9,329 9,237 9,142 9,004 8,858

前年比 △97 △92 △95 △138 △146

男 4,697 4,637 4,599 4,542 4,477

女 4,632 4,600 4,543 4,462 4,381
未舗装の袋小路道路
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１
月
20
日
、
長
野
県
諏
訪
郡
原
村
議
会
の
小
平
議
長
と
議

会
運
営
委
員
会
の
矢
島
委
員
長
ほ
か
４
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
議
会
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
の
経
緯
や
現

在
の
議
会
運
営
の
状
況
、
ま
た
、
常
任
委
員
会
や
全
員
協
議

会
の
開
催
状
況
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

原村議会が五霞町議会を視察研修

　

２
月
15
日
、
多
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

樋
下
周
一
郎
議
員
は
、
平
成
７
年
４
月
30
日
に
当
選
以
来
、

20
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
、
藤
沼
喜
義
前

議
員
は
、
平
成
15
年
４
月
30
日
に
当
選
以
来
、
昨
年
４
月
ま

で
在
職
し
、
12
年
以
上
在
職
し
功
労
の
あ
っ
た
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
19
日
、
茨
城

県
内
12
町
村
で
組
織

す
る
町
村
議
会
議
長

会
主
催
の
研
究
会
が

水
戸
市
の
茨
城
県
市

町
村
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
五
霞
町

か
ら
全
議
員
10
名
が

参
加
を
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
は
、
２
名

の
講
師
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
人
目
は
、
茨
城
県
の
楠
田
幹
人
副
知
事
に
よ
る
「
県
政

の
当
面
の
課
題
」
と
い
う
演
題
で
、
昨
年
の
豪
雨
に
よ
る
被

災
者
へ
の
支
援
と
課
題
。
地
方
創
生
に
お
け
る
地
域
の
活
性

化
。
ま
た
、
茨
城
県
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
を
活
か
し
た

施
策
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
人
目
は
、
大
妻
女
子
大
学
教
授　

田
代
洋
一
氏
に
よ
る

「
農
政
を
取
り
巻
く
情
勢
と
今
後
の
展
望
」
と
い
う
演
題
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
よ
る
経
済
面
、
特
に

農
業
分
野
の
影
響
と
今
後
の
見
通
し
や
、
農
業
制
度
に
つ
い

て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

 

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス 

表彰された樋下議員（左）と藤沼前議員（右）

茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

自
治
功
労
者
と
し
て
２
名
が
表
彰

町村議会議員
自治研究会に参加



（　）

編
集
後
記

 

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス 

議
会
の
流
れ

10

次回定例会
予定

皆さんの傍聴をお待ちしております。

問い合わせ先（質問議員・テーマ・時間等）

TEL・FAX 0280―84―1138
3/2（水）～3/16（水）

一般質問は3月14日（月）・15日（火）

総務文教委員会
さしまクリーンセンター寺久を視察研修

　

め
っ
き
り
春
め
い
て
ま
い

り
ま
し
た
今
日
こ
の
頃
、
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
冬
は
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
に
よ
り
、
暖
冬
の
年
明
け

と
な
り
ま
し
た
が
、
１
月
中

旬
か
ら
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ

異
常
気
象
の
年
の
始
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
町
制
施
行
20
周
年

を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
圏
央

道
の
開
通
、
新
４
号
国
道
の

４
車
線
化
と
、
町
も
、
こ
の

20
年
で
大
き
く
変
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
周

辺
開
発
も
本
格
化
さ
れ
、
今

後
、
町
の
発
展
の
核
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

五
霞
町
議
会
の
「
議
会
だ

よ
り
」
で
す
が
、
今
後
も
、

よ
り
見
や
す
く
、
解
り
や
す

く
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
委
員

一
丸
と
な
り
、
一
層
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
更
な
る
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
委
員　

植
竹
美
智
雄

12
月
８
日　

第
４
回
定
例
会
初
日

12
月
９
日　

総
務
文
教
委
員
会

12
月
10
日　

経
済
建
設
委
員
会

12
月
11
日　

一
般
質
問

　
　

〃　　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
15
日　

第
４
回
定
例
会
最
終
日

12
月
21
日　

議
会
全
員
協
議
会

１
月
12
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

１
月
13
日　

議
会
運
営
委
員
会

１
月
20
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

〃　　
　

長 

野
県
原
村
議
会
来
町

２
月
３
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
10
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
月
18
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

２
月
19
日　

町
村
議
会
議
員
自
治
研
究
会

２
月
22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

〃　　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　

〃　　
　

総
務
文
教
委
員
会
視
察
研
修

　
　
　
　
　

（
さ
し
ま
ク
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
寺
久
）

　

2
月
22
日
、
研
修
事
業
と
し
て
、
さ
し
ま
環
境
管
理
事
務
組
合
を
構

成
し
て
い
る
２
市
２
町
の
一
般
廃
棄
物
等
の
処
理
業
務
を
行
っ
て
い
る

さ
し
ま
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
寺
久
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
、
平
成
20
年
３
月
に
竣
工
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
議
員
10
名
出
席
の
も
と
、
ご
み
焼
却
に
際
し
て
の
熱
の
蒸

気
に
よ
っ
て
電
力
を
発
電
す
る
熱
回
収
施
設
や
資
源
の
再
利
用
の
た
め

の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
さ
し
ま
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
「
遊ゆ

ら
り

楽
里
」
を

視
察
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。


